
生物多様性を守るために
（社）日本植木協会が行っていること

植物の地域遺伝子保全のための苗木育成技術開発およびその運用に、

いち早く取り組んでいます。

記録（生産履歴の証明）

採　種
事業計画で植栽が決定された植物の採種
を行います。風媒花と虫媒花の違い、種
子散布様式の違いを考慮し、適切な範囲
を設定し、採種します。

これらの地域性苗木生産にとって最
も重要なのは、その生産履歴（トレー
サビリティ）の証明です。採種した
母樹の GPS 測地データと記録写真、
また採種から育成までの一貫した管
理を行います。さらに必要に応じて
外部研究機関・研究者への客観的判
定を依頼します。

播　種
採種した種子の性質や形
状に応じて処理を行い、
播種適期まで保管しま
す。播種にあたっては、
土壌や日照条件を調整し
て播種いたします。

お問い合わせ

周辺植生調査

↓

植栽樹種のご提案

植栽基盤造成

植栽施工

地域特有の森林再生へ

出荷時には
管理記録を含めた

証明書を添付します。

（社）日本植木協会　地域性植物適用委員会
〒107-0052　東京都港区赤坂 6-4-22 三沖ビル３F
電話 03-3586-7361　FAX 03-3586-7577
URL　http.//www.ueki.or.jp/index.html

依頼

計画立案

郷土樹種を
利用した緑化

出
荷

植栽樹種の決定

育　成
肥培して生長促進させ、早く規格に到達さ
せるのではなく、自然に近い生長を心掛け
ます。このように育てられた苗木は、植栽
後の活着率が高くなります。

日本植木協会事業計画


